
2020年度 第７回 国際遺跡研究セミナー

南境の漢・六朝系瓦
－ベトナム北部・中部出土の古代瓦を再考する－

  日時: ３月10日（水）14:00-16:00

   　オンライン会議方式（Zoom）

参加申込先：sato-y27☆nich.go.jp（☆部分を＠にご変換ください）

メールにて下記事項を記載の上、お申し込みください

 件名：「第７回国際遺跡研究セミナー参加申込」

 本文に記載：「ご氏名」「ご所属」「メールアドレス」

申込期限：2021年３月８日

　　＊開催日前日までにメールにてID、パスワードを送信します。

 　開始10分前よりご入室いただけます

担当：奈良文化財研究所企画調整部国際遺跡研究室（佐藤）

チャーキュウ遺跡

人面紋瓦当（山形氏撮影）



講師：山形眞理子氏（岡山理科大学）

要旨

　発表者は2012年に「南境の漢・六朝系瓦－ベトナム北部・中部に

おける瓦の出現と展開―」というタイトルの論考を刊行している。そ

の後、当時はまだ利用できなかった報告書が公表されたり、ベトナム

各地であらたな発掘調査が実施されたりしたことを受けて、同じタイ

トルのもとで発表させていただき、最南端の中国系瓦について再考す

る機会としたい。

　おもな考察対象は紀元前3世紀にさかのぼるとされるベトナム北部ハ

ノイ近郊のコーロア城、後漢以降に交趾郡の治所がおかれたとされる

龍編城に比定される北部バックニン省ルイラウ（ルンケー）遺跡、

古代国家林邑の王城に比定され、後2世紀以降に中国系瓦が用いられ

たとみられるベトナム中部クァンナム省チャーキュウ遺跡、さらに南

に位置する幾つかの都城遺跡などである。

　近年の調査の進展によって古代瓦の複雑な様相が明らかになっている

が、未着手の課題が多く、遺物に即した基礎的な分析や研究も進んで

いるとは言えない。将来の研究の進展を見据えて、様々な視点や方法

をベトナム側に提起していく必要がある。
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チャーキュウ遺跡東城壁発掘風景
（Linh氏撮影）


